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駅
周
辺
等
公
衆
喫
煙
場
所
で
の

受
動
喫
煙
対
策
の
強
化
を

　

自
分
の
意
思
に
反
し
て
喫
煙

状
態
に
な
る
、
受
動
喫
煙
へ
の

対
策
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

質
問　

公
衆
喫
煙
場
所
に
お
い

て
の
課
題
は
何
か
。

市
長　

周
辺
に
お
住
い
の
方
か

ら
、
た
ば
こ
の
煙
や
臭
い
に
関

す
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

質
問　

場
所
の
再
選
定
や
パ
ネ

ル
で
覆
う
等
の
抜
本
的
改
善
を
。

市
長　

小
作
駅
東
口
に
周
囲
や

天
井
を
覆
う
ハ
ウ
ス
タ
イ
プ
の

喫
煙
施
設
を
設
置
す
る
。
羽
村

駅
東
口
は
民
有
地
所
有
者
と
対

策
に
つ
い
て
交
渉
し
て
い
る
。

質
問　

喫
煙
者
へ
の
配
慮
も
必

要
で
は
。

市
長　

共
存
で
き
る
環
境
へ
分

煙
化
を
推
進
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
を
羽
村
市
の
基
本
構
想
に

質
問　

※

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
研
究
し

総
合
計
画
等
に
反
映
さ
せ
講
習

会
等
を
実
施
し
て
は
。

市
長　

次
期
の
長
期
総
合
計
画

策
定
の
段
階
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
主

旨
等
に
つ
い
て
も
普
及
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

若
い
世
代
へ
の
支
援
の
充
実
を

質
問　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
情
報
伝
達
や
相
談

を
充
実
し
て
は
。

市
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発

信
は
、
若
者
に
対
す
る
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
有
効
。
用
途
や

効
果
を
整
理
し
、
調
査
・
研
究

す
る
。

幼
児
教
育
無
償
化
円
滑
実
施
を

質
問　

保
護
者
や
事
業
者
へ
の

よ
り
一
層
の

防
犯
対
策
の
強
化
を

質
問　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
台

数
と
映
像
提
供
依
頼
数
は
。

市
長　

駅
周
辺
に
15

台
、
通
学

路
に
12

台
、
そ
の
他
公
園
等
に

10

台
で
、
年
平
均
16

件
の
映
像

提
供
依
頼
が
あ
る
。

質
問　

福
生
警
察
署
の
取
り
組

み
を
ど
う
聞
い
て
い
る
か
。

市
長　

通
学
路
や
公
園
等
へ
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
促
進
に
努
め

て
い
る
と
の
こ
と
。

質
問　

市
と
し
て
通
学
路
や
公

園
周
辺
に
焦
点
を
当
て
、
設
置

を
進
め
る
べ
き
で
は
。

市
長　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
要

望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
福
生

警
察
署
や
関
係
団
体
の
意
見
を

参
考
に
カ
メ
ラ
の
設
置
を
判
断

し
て
い
く
。

質
問　

街
路
灯
の
設
置
要
望

に
は
ど
う
応
え
て
い
る
か
。

市
長　

年
平
均
14

件
の
要
望

が
あ
る
。
そ
の
必
要
性
や
優

先
度
を
判
断
し
、
随
時
設
置

を
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
に
つ
い
て
」

早
い
周
知
が
必
要
。
市
の
実
施

予
定
と
方
法
は
。

市
長　

保
護
者
の
皆
様
に
対
し

て
丁
寧
な
周
知
、
説
明
が
必
要

と
考
え
る
。
広
報
は
む
ら
や
市

公
式
サ
イ
ト
で
周
知
、
そ
の
後

保
護
者
説
明
会
を
開
催
し
た
い
。

質
問　

保
護
者
へ
の
支
払
い
は

現
物
給
付
が
望
ま
し
い
の
で
は
。

市
長　

基
本
的
に
現
物
給
付
が

望
ま
し
い
と
捉
え
て
い
る
。

買
い
物
に
困
っ
て
い
る
方
へ
の

　

支
援
を
急
げ

質
問　

民
間
の
移
動
販
売
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
す
る
の
か
。

市
長　

今
後
の
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化

を
見
な
が
ら
、
適
時
・
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

《Ｑ》ＳＤＧｓを羽村市の基本構想に

《Ａ》計画策定の段階で普及できるよう検討する

《Ｑ》喫煙場所の再選定やパネルで覆う等の抜本的改善を

《Ａ》小作駅東口にハウスタイプの喫煙所を設置する
中嶋 勝 議員（公明党）

石居 尚郎 議員（公明党）

ＳＤＧｓのロゴマーク

小
作
駅
東
口
の
喫
煙
場
所

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）

…
２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で

の
国
際
目
標
。
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現

す
る
た
め
の
17

の
ゴ
ー
ル
・
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

自
転
車
保
険
加
入
に
向
け
た

取
り
組
み
を

　

自
転
車
事
故
は
近
年
増
加
傾

向
に
あ
り
、
高
額
な
賠
償
を
求

め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
転

車
損
害
賠
償
保
険
等
へ
の
加
入

義
務
化
を
促
す
条
例
を
制
定
す

る
自
治
体
も
現
れ
て
い
る
。

質
問　

自
転
車
損
害
賠
償
保
険

等
に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

市
長　

被
害
者
救
済
、
加
害
者

の
賠
償
責
任
の
担
保
等
の
観
点

に
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

自
転
車
損
害
賠
償
保
険

等
へ
の
加
入
義
務
付
け
を
促
す

取
組
み
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

市
長　

東
京
都
条
例
に
お
い
て

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
加
入

市
の
財
政
を
ど
の
よ
う
に

立
て
直
し
て
い
く
か

　

経
常
収
支
比
率
が
２
年
連
続

で
１
０
０
％
を
超
え
、
市
の
財

政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
。
こ

の
状
況
か
ら
脱
却
し
、
市
民
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
羽
村
市

の
未
来
へ
の
軌
道
を
し
っ
か
り

と
作
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

質
問　

市
民
へ
の
わ
か
り
や
す

い
財
政
状
況
の
説
明
は
。

市
長　

財
政
の
硬
直
化
が
進
ん

で
い
る
等
に
つ
い
て
も
、
広
報

は
む
ら
な
ど
で
よ
り
分
か
り
や

す
い
説
明
に
努
め
る
。

質
問　

歳
入
に
見
合
う
歳
出
へ

の
取
組
み
は
。

市
長　

当
該
年
度
の
歳
入
で
当

該
年
度
の
歳
出
を
賄
え
る
財
政

努
力
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
を
周
知
す
る
こ
と

で
市
民
に
加
入
を
促
し
て
い
く
。

外
国
人
材
受
け
入
れ
拡
大
に

対
し
、
羽
村
市
へ
の
影
響
と

　
　
　

対
応
に
つ
い
て
問
う

質
問　

入
管
法
改
正
に
よ
る
、

羽
村
市
に
お
け
る
外
国
人
労
働

者
人
口
の
動
向
は
。

市
長　

国
の
受
け
入
れ
規
模
は

５
年
間
で
34

万
５
１
５
０
人
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
ぐ

に
影
響
は
無
い
と
捉
え
て
い
る
。

質
問　

外
国
人
が
安
心
し
て
働

き
、
市
民
と
し
て
共
に
生
き
て

い
け
る
多
文
化
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
市
の
取
組
み
は
。

市
長　

第
５
次
長
期
総
合
計
画

に
基
づ
き
、
引
き
続
き
外
国
人

住
民
の
支
援
を
行
う
団
体
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
様
々
な
事

業
を
展
開
し
、
共
生
社
会
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
郷
土
博
物
館
の
更
な
る
事
業
の
充

実
を
望
む
」

構
造
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。
安
定
的
な
歳
入
の
確
保
、

事
務
事
業
の
点
検
・
見
直
し
の

取
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

消
費
税
率
Ｕ
Ｐ
に
伴
う

市
で
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

東
京
都
や
国
で
の
消
費
税
増

税
対
策
の
市
民
へ
の
周
知
を
ど

う
図
り
、
景
気
対
策
、
生
活
者

支
援
対
策
等
へ
の
準
備
を
ど
う

す
る
か
。

質
問　

市
で
の
消
費
税
対
策
の

全
体
像
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

国
の
財
政
支
援
の
も
と
、

市
が
主
体
と
な
る
事
業
は
、
国

の
補
助
等
を
十
分
に
活
用
し
、

適
切
な
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

他
の
対
策
等
も
混
乱
や
不
安
が

生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
広
く

周
知
に
努
め
て
い
く
。

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
ど
う
な
る
の
か

質
問　

そ
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

東
京
都
の
補
助
制
度

の
動
向
を
注
視
し
、
補
助
金
の

活
用
を
図
り
つ
つ
、
計
画
的
で

効
果
的
な
ス
ポ
ッ
ト

式
エ
ア
コ
ン
の
導
入

に
向
け
て
取
り
組
む
。

《Ｑ》自転車保険加入義務化に対し市の考えは？

《Ｑ》各事業の縮小だけではなく縮
しゅく

充
じゅう

へむけての取組みは

《Ａ》東京都条例を周知し、加入を促す。

《Ａ》支え合い助け合う社会を築いていく取組みが必要

生活に密着した交通手段である自転車

行財政改革関連の資料

大塚 あかね 議員（国民・立憲の会）

富永 訓正 議員（公明党）
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外
国
人
住
民
や

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

と
共
生
に
つ
い
て

質
問　

外
国
人
住
民
に
対
す
る

市
の
課
題
は
何
か
。

市
長　

外
国
人
住
民
が
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
国
際
化
の
推
進
や
多
文

化
共
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を

さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

質
問　

外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
拡
大
は
市
と
該
当
企
業
と

の
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

外
国
人
労
働
者
の
雇
用

は
今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
動
向
に
つ
い
て
注
視

し
、
密
接
な
連
携
に
よ
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

今
後
、
共
生
社
会
を
ど

う
捉
え
、
構
築
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

外
国
人
住
民
の
支
援
を

行
う
市
民
活
動
団
体
と
の
連
携

に
よ
る
日
本
語
指
導
や
多
文
化

共
生
の
理
解
促
進
講
座
、
語
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
講
座
な

ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
魅
力
あ
ふ
れ
る

羽
村
市
を
次
世
代
へ

質
問　

今
後
３
か
年
の
財
政
健

全
化
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

市
長　

歳
入
・
歳
出
の
両
面
か

ら
行
財
政
改
革
に
取
組
み
、
事

務
事
業
の
点
検
・
見
直
し
な
ど

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

質
問　

自
然
休
暇
村
を
民
間
事

業
者
に
売
却
か
譲
渡
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　

現
在
の
指
定
管
理
者
の

委
託
期
間
が
終
了
す
る
平
成
32

年
度
ま
で
に
は
、
今
後
の
方
向

性
を
示
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

財
政
負
担
を
減
ら
す
協
議
を
今

年
５
月
か
ら
は
じ
め
て
は
ど
う
か
。

市
長　

平
成
33

年
度
ま
で
を
事

平 

成 

31

年 

の諸
課
題
に
つ
い
て

質
問　

元
号
改
元
に
向
け
た
シ

ス
テ
ム
改
修
等
の
準
備
は
。

市
長　

窓
口
業
務
の
住
民
情
報

シ
ス
テ
ム
改
修
は
、
ほ
ぼ
終
了

し
、
適
用
作
業
や
確
認
作
業
を

順
次
行
っ
て
い
る
。
３
月
下
旬
に

は
本
番
環
境
へ
の
適
用
を
行
う
。

質
問　

譲
与
さ
れ
る
森
林
環
境

譲
与
税
の
活
用
は
。

市
長　

基
金
を
創
設
し
、
積
立

て
、
保
存
樹
林
地
の
整
備
や
公

共
施
設
等
に
お
け
る
木
製
品
の

整
備
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
。

業
期
間
と
し
て
設
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
「
事
業
期
間
の
延

伸
」
「
資
金
計
画
の
見
直
し
」

に
つ
い
て
、
国
、
東
京
都
と
継

続
的
に
協
議
を
進
め
て
い
る
。

平
成
32

年
度
を
目
途
と
し
て
、

平
成
31

年
度
中
に
は
事
業
計
画

に
位
置
付
け
て
い
る
「
事
業
期

間
」
や
「
総
事
業
費
」
等
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
機
関
決
定
を

し
て
い
く
。

質
問　

工
業
化
に
続
く
最
先
端

医
療
分
野
の
産
業
振
興
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
街
の
活
性
化
を
描

い
て
い
る
か
。

市
長　

現
在
、
神
明
台
２
丁
目

地
区
に
お
い
て
施
設
建
設
中
で

あ
る
ニ
プ
ロ
株
式
会
社
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
業
種
業

態
の
企
業
で
あ
り
、
従
業
員
の

市
内
へ
の
流
入
、
関
連
す
る
事

業
所
の
進
出
、
雇
用
や
消
費
喚

起
、
定
住
促
進
な
ど
へ
の
効
果

が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
新

た
な
進
出
企
業
と
連
携
を
図
り
、

周
辺
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
賑
わ
い
と

活
力
の
創
出
を
図
っ

て
い
く
。

《Ｑ》市内に居住する外国人世帯数は

《Ｑ》区画整理事業は財政負担を減らす協議を

《Ａ》外国人のみ世帯 657、日本人と外国人世帯 337

《Ａ》平成 31年度中には機関決定をしていく

橋本 弘山 議員（新政会）

印南 修太 議員（新政会）

区画整理区域内で移設された

しらうめ保育園

森林環境譲与税の活用が見込まれる

森林等の整備

次
代
を
担
う
子
ど
も
の

育
成
に
つ
い
て　

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て

質
問　

放
課
後
子
ど
も
教
室
の

開
室
日
が
学
校
に
よ
っ
て
異
な

っ
て
い
る
理
由
は
。

市
長　

児
童
数
、
使
用
可
能
な

余
裕
教
室
や
体
育
館
、
校
庭
な

ど
の
状
況
に
差
が
あ
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

質
問　

利
用
す
る
子
ど
も
た
ち

へ
は
同
条
件
の
支
援
を
提
供
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

市
長　

平
成
31

年
度
か
ら
は
、

週
２
日
実
施
す
る
学
校
を
１
校

増
や
す
予
定
で
あ
る
。
引
き
続

き
、
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
、

全
小
学
校
週
２
日
開
室
に
向
け

て
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

広
報
に
つ
い
て

質
問　

最
近
、
「
火
災
の
事
実

は
な
か
っ
た
」
が
多
い
よ
う
だ

が
、
こ
こ
３
年
の
『
火
災
発

生
』
通
報
と
『
事
実
は
な
か
っ

た
』
の
件
数
は
。

市
長　

平
成
28

年
が
火
災
発
生

通
報
12

件
、
事
実
な
し
８
件
、

29

年
が
火
災
発
生
通
報
12

件
、

事
実
な
し
３
件
、
30

年
が
火
災

発
生
通
報
11
件
、
事
実
な
し
７
件
。

質
問　

『
な
か
っ
た
』
の
原
因

と
対
策
は
。

市
長　

原
因
は
、
火
災
報
知
器

を
誤
っ
て
押
し
た
、
火
災
報
知

器
の
誤
作
動
、
料
理
な
ど
の
煙

を
誤
認
等
。
誤
報
を
減
ら
す
効

果
的
な
方
策
等
は
、
福
生
消
防

署
と
も
協
議
し
て
い
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
な
い
。
火
災
へ
の

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

質
問　

市
内
12

箇
所
の
学
童
ク

ラ
ブ
の
う
ち
、
土
地
や
建
物
を

借
上
げ
て
い
る
場
所
の
年
間
借

上
料
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　

借
上
料
は
、
平
成
30

年

度
の
決
算
見
込
額
で
、
５
１
４ 

万
６
千
円
で
あ
る
。

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

質
問　

「
放
課
後
子
ど
も
総
合

プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

市
内
に
は
大
手
企
業
や

大
規
模
商
業
施
設
が
進
出
す
る

計
画
が
あ
る
こ
と
や
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
の
実
施
に

よ
り
、
就
業
者
が
増
加
し
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
や
特
に
学
童

ク
ラ
ブ
の
需
要
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
ま
ず
は
、
学
童
ク
ラ

ブ
の
市
民
ニ
ー
ズ
を
適
切
に
見

極
め
な
が
ら
、
学
校
を
含
め
、

公
共
施
設
や
民
間
事
業
所
の
活

用
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
。

迅
速
な
対
応
の
面
か
ら
は
、

「
通
報
を
た
め
ら
っ
て
し
ま

う
」
の
で
は
な
く
「
通
報
す
る

こ
と
」
の
大
切
さ
や
必
要
性
を
、

広
く
周
知
し
て
い
く
。

質
問　

防
災
行
政
無
線
へ
の
市

民
の
声
と
そ
の
対
策
は
。

市
長　

「
聞
き
取
り
に
く
い
」

に
つ
い
て
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
に
よ
る
放
送
内
容
の
確
認
や

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
勧
め
て
い
る
。
「
音
が
う
る

さ
い
」
に
つ
い
て
は
、
周
知
内

容
の
重
要
性
・
緊
急
性
な
ど
を

ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
説
明
に

努
め
て
い
る
。
火
災
の
事
後
放

送
に
つ
い
て
は
、
午
後
９
時
か

ら
午
前
６
時
ま
で
は
メ
ー
ル
の

み
の
配
信
と
し
、
放
送
は
控
え

て
い
る
。
今
後
、
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行
の

際
に
も
難
聴
地
域
の
把
握
・

解
消
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
方
策

は
」
「
教
職
員
の
働
き
方
改
革
な

ど
に
つ
い
て
」

《Ｑ》平成 31年度の学童クラブ待機児童数は

《Ｑ》防災行政無線で「火災の事実なし」が増えていないか

《Ａ》２月 20日現在、９人である

《Ａ》平成 30年は火災発生４件、事実なし７件である

冨松 崇 議員（新政会）

水野 義裕 議員（羽村 21）

市内の学童クラブ

防
災
行
政
無
線
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４
年
間
を
ふ
り
返
っ
て
、

再
度
問
う　

質
問　

羽
村
駅
に
待
合
室
、
市

民
団
体
掲
示
板
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
、
期
日
前
投
票
所
な
ど
を
設

置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

待
合
室
は
今
年
度
中
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
工

事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
通

路
拡
幅
後
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
市

民
活
動
等
の
情
報
発
信
の
場
と

し
て
利
用
す
る
な
ど
、
様
々
に

検
討
し
て
い
く
。

質
問　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

制
度
を
実
現
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

平
成
29

年
度
に
創
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
助
成
制
度
を
見
直

し
た
際
に
、
次
世
代
住
宅
化
改

修
工
事
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
加

え
た
。

行
政
の
ス
リ
ム
化
は
市
民
の

意
見
を
聞
き
、
慎
重
に

質
問　

日
々
の
生
活
を
支
え
て

き
た
予
算
は
、
簡
単
に
削
る
べ

き
で
は
な
い
。
水
上
公
園
も
子

ど
も
た
ち
の
期
待
は
高
い
。
休

止
の
検
討
前
に
子
ど
も
た
ち
の

意
見
を
聞
い
た
の
か
。
ま
た
、

ど
う
説
明
す
る
の
か
。

市
長　

プ
ー
ル
の
休
止
に
あ
た

っ
て
は
、
市
民
の
皆
様
へ
の
説

明
や
お
知
ら
せ
を
丁
寧
に
行
う

と
と
も
に
、
今
後
の
施
設
利
用

は
、
プ
ー
ル
施
設
の
再
開
を
含

め
、
市
民
の
皆
様
や
関
係
団
体

な
ど
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
方

向
性
を
決
定
し
て
い
く
。

質
問　

少
子
化
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
お
こ
な
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

低
所
得
の
世
帯
に
は

給
食
費
を
公
費
負
担
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
検
討
し
て
い

な
い
。

質
問　

江
戸
街
道
公
園
の
早
期

整
備
の
見
通
し
は
ど
う
な
っ
た
か
。

市
長　

庁
内
で
調
査
・
研
究
を

す
す
め
て
い
る
。
今
後
、
町
内

会
な
ど
に
も
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
方
向
性
を
決
定
し
て
い
く
。

質
問　

羽
村
駅
西
口
区
画
整
理

事
業
は
、
「
現
在
の
道
路
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に

変
更
し
、
駅
前
と
３
・
４
・
12

号
線
は
い
ち
早
く
整
備
す
べ
き

で
な
い
か
。

市
長　

土
地
利
用
の
増
進
に
と

っ
て
最
も
有
効
な
土
地
区
画
整

理
事
業
を
前
提
と
し
て
、
着
実

な
整
備
を
重
ね
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る

た
め
に
問
う
」

市
の
財
政
危
機
の
原
因
と
な
る

区
画
整
理
は
見
直
し
を　
　

質
問　

市
民
か
ら
は
、
「
人
口

減
少
の
中
で
、
多
額
の
予
算
を

使
っ
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
必
要

性
が
わ
か
ら
な
い
」
等
の
意
見

を
多
く
聞
く
。
地
権
者
に
は
反

対
や
批
判
的
な
人
が
相
当
数
い

る
。
「
現
在
の
道
路
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
見
直

せ
ば
、
住
宅
の
移
動
は
最
小
限

に
止
め
ら
れ
、
上
下
水
道
な
ど

も
生
か
せ
、
予
算
と
住
民
負
担

を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
。
市
の
減
少
し
て
い
る
歳
入

構
造
に
見
合
わ
な
い
突
出
し
た

額
の
区
画
整
理
事
業
は
、
最
優

先
で
市
民
目
線
で
見
直
し
縮
減

す
べ
き
で
は
。

市
長　

効
率
的
な
事
業
運
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、
財
政
状
況

を
見
極
め
る
中
で
、
事
業
費
の

軽
減
に
努
め
つ
つ
着
実
な
事
業

の
進
展
を
図
っ
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
４
年
間
の
私
の
一
般
質
問
な
ど
に

関
連
し
て
い
る
こ
と
の

中
で
、
実
現
に
向
け
て

再
確
認
し
た
い
こ
と
」

《Ｑ》羽村駅ホームに待合室を設置すべきでは

《Ｑ》水上公園は休止の検討前に子どもの意見を聞いたか

《Ａ》今年度中に設置されることになった

《Ａ》市民への説明やお知らせを丁寧に行う

鈴木 拓也 議員（日本共産党）

浜中 順 議員（日本共産党）

羽村駅構内の待合室

休止となる水上公園のプール

羽
村
駅
西
口
区
画
整
理
は

具
体
的
な
見
通
し
を
示
す
べ
き　

質
問　

平
成
31

年
度
中
に
何
を

機
関
決
定
す
る
の
か
。

市
長　

事
業
期
間
を
平
成
33

年

度
ま
で
と
設
定
し
て
い
る
の
で
、

事
業
計
画
の
変
更
を
国
や
東
京

都
と
協
議
し
て
い
る
。
平
成
31

年
度
中
に
は
、
事
業
期
間
や
総

事
業
費
等
を
決
定
す
る
。

質
問　

市
長
は
「
お
金
の
有
る

無
し
で
実
施
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
事
業
で
は
な
い
」
と
発

言
し
た
。
西
口
区
画
整
理
は
行

財
政
改
革
の
対
象
外
か
。

市
長　

市
の
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
に
、
財
政
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
実
施
し
て
行
く
事
業

で
あ
る
と
判
断
し
て
お
り
、
対

象
外
で
は
な
い
。

放
射
線
副
読
本
は　

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

質
問　

平
成
30

年
度
版
「
放
射

線
副
読
本
」
は
、
ど
の
よ
う
に

届
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

小
学
校
に
２
９
３
６

冊
、
中
学
校
に
１
３
９
２
冊
、
教

員
用
に
２
４
７
冊
が
、
11

月
下

旬
に
文
部
科
学
省
か
ら
直
接
配

送
さ
れ
た
。
小
学
校
で
は
学
級
で

の
地
震
や
災
害
に
関
す
る
安
全

指
導
、
中
学
校
で
は
理
科
の
放

射
線
の
性
質
と
利
用
な
ど
の
学

習
に
使
用
し
た
。
い
じ
め
に
関
す

る
授
業
を
行
っ
た
学
校
も
あ
る
。

質
問　

副
読
本
に
は
「
放
射
線

に
よ
る
健
康
被
害
は
な
い
」
と

表
記
し
て
い
る
。
原
発
事
故
当

時
、
12

歳
か
ら
18

歳
だ
っ
た
子

ど
も
２
３
３
名
が
甲
状
腺
が
ん

に
な
っ
て
い
る
。
羽
村
市
も
原

発
事
故
に
よ
る
健
康
被
害
は
な

い
と
の
立
場
か
。

教
育
長　

「
安
全
や
健
康
を
守

る
た
め
避
難
指
示
を
出
し
た
」

と
の
記
載
が
あ
り
、

影
響
が
な
い
と
は
考

え
て
い
な
い
。

区
画
整
理
撤
回
要
求
第
48
弾　
　

ず
さ
ん
な
事
業
を
問
う

質
問　

事
業
費
は
確
実
な
金
額

を
の
規
程
に
反
し
な
い
か
。

市
長　

事
業
計
画
と
進
捗
状
況

に
差
が
あ
り
、
資
金
計
画
見
直

し
を
国
・
都
と
協
議
中
で
あ
る
。

質
問　

Ｊ
Ｒ
羽
村
東
部
踏
切
の

木
製
歩
道
は
摩
滅
し
て
危
険
だ
。

職
員
が
日
々
点
検
補
修
、
を
答

弁
し
て
い
た
が
。

市
長　

舗
装
面
の
劣
化
が
著
し

く
、
職
員
で
の
補
修
が
難
し
い

の
で
２
月
21

日
に
、
舗
装
打
替

え
及
び
遮
熱
性
塗
装
を
施
し
た
。

質
問
『
建
物
移
転
・
補
償
の
案

内
』
に
行
政
不
服
審
査
請
求
の

記
載
が
、
い
ま
だ
に
な
い
が
。

市
長　

増
刷
時
に
調
整
す
る
。

質
問　

地
権
者
に
対
す
る
暴
言
、

強
要
が
続
く
。
『
地
権
者
に
寄

り
添
っ
た
真
摯
な
対
応
』
の
市

長
答
弁
に
反
し
な
い
か
。

市
長　

権
利
者
そ
れ
ぞ
れ
の
受

け
止
め
方
に
よ
る
。
今
後
も
よ

り
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
。

質
問　

地
区
内
の
新
築
棟
数
と
、

新
規
転
入
者
の
建
築
条
件
、
制

限
は
あ
る
か
。

市
長　

新
築
数
は
従
前
地
89

棟
、

仮
換
地
先
８
棟
、
合
計
97

棟
。

土
地
区
画
整
理
法
第
76

条
に
基

づ
く
「
建
築
行
為
等
の
制
限
」
を

受
け
市
長
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。

質
問　

事
業
計
画
見
直
し
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
長　

財
政
状
況
を
勘
案
し
現

在
、
事
業
期
間
延
伸
と
資
金
計

画
の
見
直
し
を
国
、
都
と
協
議

中
。
平
成
31

年
度
中
に
市
と
し

て
決
定
す
る
。

広
報
は
む
ら
の
市
長
新
春
挨
拶

そ
の
真
意
を
聞
く

質
問　

市
の
課
題
は
何
か
。　

市
長　
「
一
般
財
源
の
減
少
」「
扶

助
費
の
増
加
」「
人
口
減
少
と
高

齢
化
」「
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
」

な
ど
他
自
治
体
と

同
様
に
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
。

《Ｑ》西口事業で取得した土地の面積と費用は

《Ｑ》地権者への暴言、強要が続く。答弁に反しないか

《Ａ》昨年末で４万 500 ㎡、45億９千万円である

《Ａ》権利者の受け止め方による。今後も丁寧に対応する

門間 淑子 議員（市民ネットワーク「いきいき広場」）

山崎 陽一 議員（世論）

都市計画道路３・４・12号線の擁壁工事

Ｊ
Ｒ
踏
切
の
す
り
減
っ
て
危
険
な
木
製
歩
道
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　■陳情〆…請願・陳情の６月定例会審議予定分の締切
　■議　運…議会運営委員会
　■常任委…常任委員会（総務、経済、厚生）
　■予特（補正）…一般会計等予算審査特別委員会

※会議の予定は変更になる場合があります。
　詳細は議会事務局までお問合せください。

　

新
緑
が
萌
え
、
花
々
が
咲
き
誇
る
春
と
な

り
ま
し
た
。
過
日
、
卒
業
式
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
中
学
校
と
も
に
、
心

の
こ
も
っ
た
歌
声
が
、
胸
に
響
き
涙
を
浮
か

べ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
支
え
合
い
励
ま

し
合
い
が
、
こ
の
歌
声
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
同
時
に
、

子
ど
も
た
ち
が
一
層
成
長
で
き
る
よ
う
に
条
件

整
備
を
す
る
行
政
の
役
割
の
重
さ
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

  

さ
て
、
３
月
議
会
で
は
、
市
の
財
政
状
況

に
関
す
る
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

様
子
を
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
、
こ
の
「
ぎ

か
い
の
ト
ビ
ラ
」
に
表
現
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
か
が
、
私
た
ち
議

員
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
率
直
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
浜　

中
）

編 集 後 記

議会を見よう！知ろう！

〜次の定例会は６月〜

羽村市公式サイト
 http://www.city.hamura.tokyo.jp/

しぎかいカレンダー
●６月定例会の予定●

本会議でどんなことがどのように話し合われて

いるのか、様々な手段で知ることができます。

皆さんの暮らしに直結していることばかりで

す。ぜひご覧ください。

 日 月 火 水 木 金 土

   ５ /29 30 31 ６ /1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30

陳情〆

本会議

本会議
予特

（補正） 常任委 常任委

本会議 本会議

本会議

議運
議場で傍聴　ーライブで ！

ケーブルテレビで生中継

会議録で読む

インターネットで録画中継

当日、直接議場へおいでください。

TCN 多摩ケーブルネットワークで、本会議
の様子を生中継でご覧になれます。放送日
は横のカレンダーをご参照ください。

議会終了後２か月程度で会議録ができあが
ります。冊子または、羽村市公式ウェブサ
イトから見ることができます。

開催日の３日後から、インターネットで録画
中継を見ることができます。

1

2

4

3

【広報委員会委員】

（後列左から）浜中順委員、冨松崇

委員、大塚あかね委員、中嶋勝委員、

印南修太委員、（前列左から）山崎

陽一副委員長、小宮國暉委員長、西

川美佐保委員


